取組例５「教師の一言」
１　ねらい　　①  何気ない教師の一言によって児童生徒を傷つけることがあること、相手に重くのしかかる言葉があることに気付き、よりよい人間関係づくりのために言葉の重要性を再認識する。　
　　　　　　　　　　②  自分とは違う意見を受け止めることや、相手の立場を尊重した上で自分の意見を主張することの大切さに気付く。
２　資料・準備物　　ワークシート（個人）、ホワイトボード等

３　形態　　全体　→　個人 → グループ（４人程度） → 全体
４　進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	流れ
	内　　　　　容

	導入
	１　グループづくり

	展

開
	２　ワークシート「教師の一言」を読む。（個人）

 ・気になる部分に下線を引く。

・「気になったこと」の欄を記入する。

・「日頃の自分の言動」の欄を記入する。

３　「気になったこと」について話し合う。（グループ）

４　「日頃の自分の言動」について話し合う。（グループ）

５　「気になったこと」や「日頃の自分の言動」についてグループで話し合ったことを代表者が発表する。

６　ほかのグループの発表を聞いて、個人として気付いたことや感想を発表する。

	まとめ
	７　振り返り・わかちあい

・本時の学習の振り返りを記入する。（個）

・発表し合い、共有する。（全体またはグループ）


【参考】

	「気になる部分」の例
①　人によって呼び方が異なる。

（君、呼び捨て、様、ちゃん、さん、名字、下の名前、フルネーム、あだ名　等）

②　名前を間違える。

③　人によって内容が異なる。

④　話す内容が良くない。（見下す、否定する、疑う、おだてすぎる、決めつける、

過度なプレッシャーを与える、みせしめる　等）

⑤　兄弟姉妹と比べる。

⑥　家族のことを言う。

⑦　外国人に対しての配慮のない発言をする。




【ワークシート】「教師の一言」
	「教師の一言」
①　テストを返却します。順番に取りにきてください。

②　青木君。はい。

③　伊東。全然だめだなぁ。

④　上田様。すごいねぇ。

⑤　江藤ちゃん。もっと点数を取れたなぁ。

⑥　岡村。ごめん。岡本。

⑦　加藤さん。よく頑張りました。

⑧　木村君。野球ばっかりやってたらダメだぞ。

⑨　久美。お姉ちゃんの方ができたなぁ。

⑩　健太朗。これくらいの問題、外国人でも解けるぞ。

⑪　近藤っち。やればできるじゃん。

⑫　佐野君。さすが、学級委員長。

⑬　四宮。この点数じゃ、お母さんががっかりするぞ。

⑭　須藤太郎君。人の見たんじゃないの？

⑮　瀬川君。瀬川君ならもっと取れたはずだ。




１　「教師の一言」を読んで、気になる部分に下線を引きましょう。

２　気になった理由を書きましょう。

３　日頃の生活を振り返り、つい言ってしまうような言葉はないか考えてみましょう。

４　学習を通して、どんな気付きや学びがありましたか?今後、生かしていきたいことを書きましょう。
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